
星が丘ホームふれあり餅つき大会
炊き出し＆消火訓練

2026年1月17日土曜日に決定!!

あの神戸の大震災から30年。
そこから「ボランティア」が生まれました。
30年前、大鍋小鍋を車に詰め込み炊き出しに行き
配食サービスを始めた、星が丘ホームの原点です。

さて、
この一年も終わりに差し掛かろうといています。
年明けの1月17日土曜日
常日頃から星が丘ホームのご理解とご協力の感謝
と大震災の追悼も兼ねた
餅つき大会、炊き出し、消火訓練
を開催いたします。

つきましては例年のことながら
ツキ手、反し手、丸めるなどボランティアさんの
ご協力を求めています。

食べるだけでもOK!!
一緒に30年前を語り今在る喜びをともに
分かち合いましょう。

当日、第2星が丘ホームの駐車場にて
みなさまの参加をおまちしております。

通って・訪問して・泊まれる24時間３６５日 生活丸ごと支援

●発行：2025．12．10 ＮＰＯ「福祉ネット星が丘」
●連絡先：神戸市垂水区星が丘3丁目2－23 電話・ＦＡＸ 078－708－3244
●e-mail：hosi3223@circus.ocn.ne.jp
●ＵＲＬ: https://hoshigaokahome.com

星が丘ホーム
通信

244号

お知らせ

星が丘ホームの日々の様
子をYouTubeで
お届けしています。
ご覧くださいませ。
いいね！チャンネル登録
お願いします。
ただいま登録者数
３56 ⇒クリック

全国各地から星が丘ホームの
「ホリスティック介護」の在り方について
関心を持ってくださり見学も兼ねた体験講座を
開催しております。
介護系、看護系、福祉に携わる方々、
またご家族の介護をなさっている方、
介護、看取り、医療のあり方との違いなど深い話、
笑いあり涙ありのディスカッションの場となったり
日常の中、アロマを使ったケアは
これからの新しいケアの発見や気づきとなり
大いに役立ててくださっています。

どなたでもご参加できます。
ホリスティック介護
１、自然治癒を高める
２、「食は命」である食事
３、心の在りよう そして「自分を満たす」

毎日、小さなことを積み重ねて
健康へのリズムを整えていく
ご自身や周りの方の
「ウェルネスリズム」を整えるきっかけに
なればと思います。

・アロマタッチ、スパインセラピーの
体験できます。お申込お待ちしております。
※これからの季節、メディカルオイルで
体を整え、本来の力を取り戻す提案を
させていただいてます。
・アロマクラフト、作ってみたい!! 体験したい!!
お問い合わせ 星が丘ホーム、ロスだより掲載。

1day介護アロマ体験講座

ただいまご利用者さま募集中です。
お試し利用やご相談お気軽にお問い合わせください。



                                                                      

；

まだまだ募っています

子ども以上大人未満
自立ホーム設立に向けて

銀行振込

・みなと銀行
神戸駅前支店（店番号１６３）
口座番号：普通０００２４３２

・ゆうちょ銀行 記号・番号
００９６０－８－２７４５３１

加入者名

公益財団法人ひょうごコミュニティ財団

※通信欄には 団体アルファベット「T」と
NPO福祉ネット星が丘と記名ください。

クレジットカードによる決済

「共感寄付 星が丘ホーム」で検索

養護施設や家庭の環境で保護される子どもたちは

18歳になると厳しい現実社会へ

出てかなければならない現実があります。

行き場の失った子どもたちの未来は

どうなるのでしょうか？

こうした状況から

「自立ホーム」の設立によって

本物の自立への支援をしたく

全国の方からの支援を承りたく

「公益財団ひょうごコミュニティ財団」さまを

通じて呼び掛けを行っています。

ぜひ、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

「星が丘ホーム」のホームページが

お引越し、リニューアルされました。
充実した情報をお届けします。
どうぞご覧くださいませ。

バイタルチェック
＆アロマ足浴

震災は６４３４人の犠牲者と４７万という被害世帯を出し、
「孤独死」された方が１７００人近くもいたことは忘れられない事実。
大橋氏らとの経過は、直後の自主的な相談会を切望する
善意溢れる方たちが「仮設住宅」を巡回して後、
９５年６月ごろから弁護士・税理士・ケースワーカー・看護師らの
専門家と「炊き出し」部門を担ったときからの関りです！
９６年５月より正津氏も加わり２本柱での、
無料相談会体制が整備された。
又、大橋氏は、人生の終焉に自ら「星が丘ホーム」を選んで頂き、
身近に生き様を学ばさせて頂いた。
どんな時もねぎらいの言葉「ありがとう！」を交わし、
利用者一人一人に「リンゴの唄」を共に歌い、周りを鼓舞する。
只ひたすら寄り添っていてくれた。いつも前を向き、
９５歳の人生を生き抜かれた。
その人類愛を受け継ぎ、悩みを抱えている方々が、
明日を心配なく暮らせる社会を、作りたいと
相談活動を毎月第４土曜１０時から継続しています！

お困りごとの大小は
様々ですが

各専門の先生方が
生活をするお困りごとを

解決の道へと
導いてくださいます。
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体をほぐすと
心もほぐれ
胸のつっかえがとれた時、
涙と共に心の内を
話してくださるかたも。

ひょうご福祉ネットワークって何？

皆さんの相談事の
解決の糸口となる
この看板が目印です

①垂水区ベルデ名谷市住②須磨区北須磨文化センター

③中央区ハット神戸市住④東灘区青木文化センター

こちら4か所を巡回しています。


